
 

 

 

 

 

 

 

 

「階段」と「手すり」 

校長 佐藤 太 

心地よい風と青空が気持ちよい五月（さつき）の季節になりました。スタートから２か月目に入り、５月１

日(土)は、これからの学びを広げる意味も込めて、全クラスで自宅からオンライン授業に取り組みました。初

の試みで、さらに精度を高めていきたいと思いますが、５月もベストを尽くして生活・学習を進めましょう。 

生徒の皆さんも既に使っていますが、今年は教科書が変わりました。これらは、これから先１０年間の時代

を見通して、学習指導の要点が示された方針（学習指導要領）によって作られた教科書です。学習内容は大き

くは変わりませんが、ＱＲコードが記されていたり、国語や数学にデジタル教科書が取り入れられています。 

今回の学習指導の要点は、３つの視点が示されています。それは、「生きて働く 知識・技能を習得すること」

「未知の状況にも対応できる 思考力・判断力・表現力等を身に付けること」「学びを人生や社会に生かそうとする 学びに向か

う力・人間性等」です。これらの３要素が総合的にバランスよく働き合って、生きていく力になるのです。 

この３つに順番や優劣はありませんが、「学びに向かう力・人間性等」はとても重要です。人生１００年時

代、私達は生涯、生きていく中で「学び」があります。学校や教科書の枠の勉強ではなく、広く生きていくこ

と自体が「学ぶ」ことにつながっています。今生きている瞬間は一秒後には過去になり、一秒先には新しい未

来が待っているからこそ、世界は学ぶことに溢れています。そして、その「学び」に向かっていく力は、とて

も大切なものとして生きる力に結びつきます。私自身の簡単で狭義な言葉で言うとすれば、湧き出てくる意欲、

気力、意志、吸収力、学習意欲と言ってもいいでしょう。 
 

私は、高校時代、足を怪我して、元の歩ける足に治すために２年間、階段を昇り降りするリハビリをした経

験があります。そのお陰で元の丈夫な足になりましたが、その時の思い出は、「手すり」と「階段」です。元

のように走りたい一心で「手すり」に手をかけて、一段ずつ「階段」のタイルを見つめて登り降りした記憶が

焼き付いています。階段一段を上がることは、当時の私には高いハードルで、「手すり」がなかったら辛くて

リハビリは続かなかったでしょうし、大変有り難く助かるものでした。回復は「手すり」のお陰でもあります。 

しかし同時に、いくら「手すり」があっても、私が元のように走ったり、飛んだりできる足になりたいと思

いが働かなければ、足の回復はなかったと思うのです。「手すり」も必要でしたが、一番大事なことは、自分

が「階段」を登りたい、走れるようになりたいという意欲、意思、気持ち、気力を持ち続けられたことです。

優れた手すりやリハビリの補助具があっても、階段を登る意欲を持たなければ回復は難しかったと思います。 

同じように、どんなに素晴らしい教科書があり、タブレットがあり、よき指導者がいても、自分自身が、学

びに向かう意欲を持って進めなければ、学習は成立しにくいものです。人と比べる必要はなく、生きること＝

学ぶことの意味をとらえて、意欲をもって学習し、生きていくことが大切です。ぜひ、皆さんも「学びに向か

う力」を大切にしてください。今月は中間考査があります。５月の日々の学習を充実させて、納得のいく中間

考査を迎えてください。 

保護者の皆様、緊急事態宣言による教育活動が続きますが、生徒の健康管理を引き続きお願いいたします。 
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「生徒の学びに向かう力を育む御成門中学校」-自ら充実した学校生活を創り 世界に発信する- 

 御成門だより 

 学びを人生や社会に生かそうとする 学びに向かう力・人間性等 

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる 思考力・判断力・表現力等の育成 



 

【対面式（４月８日）】 

 入学式の翌日に全校生徒で校庭に集合して生徒会主

催の対面式を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

【救急救命講習会（４月２０日）】 

 学年ごとに救急救命講習会を行いました。ＡＥＤの使

用方法を体験し、学校内外で他者の命を助ける力を身に

つけることができました。御成門中学校では、体育館、

プール、校庭、３階廊下の 4 ヶ所にＡＥＤを設置して

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

【離任式（４月２３日）】 

 離任した久保田教諭、塩釜教諭、小坂主事が来校して

離任式を行いました。生徒代表からお礼の手紙と花束を

渡して、 

1人ずつからご挨拶をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転入教職員挨拶】 

〇藤川哲朗（国語・目黒区立第一中学校より） 

はじめまして。今年度よりお世話になります、藤川哲朗

です。最初は大都会の中学校、地下に体育館、屋内プー

ル、砂のない校庭、夜はライトアップされた東京タワー

の夜景など全てに圧倒されてしまいました。それでも生

徒の皆さんや教職員方のおかげで表情が柔らかくなっ

てきました。ありがとうございます。読書や文字を書く

ことが好きです。 

またスポーツや体を動かすことも好きです。学生時代

はサッカーをやっていましたが、野球やバスケットボ

ールといった球技も得意です。行事の盛んな御成門中

学校と聞き楽しみにしています。ますますパワーアッ

プしていく御成門中学校の一助となるべく全力で挑

んでいきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇髙畑祐耶（国語・新規採用） 

はじめまして。四月から新規採用で御成門中学校に参

りました。髙畑祐耶（たかはたゆうか）と申します。

国語を担当させていただきます。新しいことに挑戦す

ること、学ぶことが大好きです。できないことができ

るようになった時や知らないことを知った時に感じ

る心地よさ、すがすがしさを生徒たちにもたくさん味

わってほしいと思っております。また国語科教員とし

て、言葉の美しさや文学の面白さを伝えていけるよ

う、日々切磋琢磨し丁寧に指導にあたっていく所存で

す。生徒一人ひとりに寄り添い、心を込めて接してい

きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

〇坂本則子（事務・港区立芝浦小学校より） 

事務の坂本と申します。公費に関連する事務を担当し

ます。 

昔から御成門中学校の近くを通るたびに、歩道橋の存

在を不思議に思っていました。異動してきて、校庭へ

の架け橋であることを知りました。たいへん驚きまし

た。また、感心もしました。都会の真ん中にありなが

ら学校らしい設備が整っていることは、生徒のみなさ

んの学校生活を支えてくれることでしょう。 

私も陰ながら学校生活を支えていきます。どうぞよろ

しくお願いします。 

 
【５月の予定】 

 1日(土) オンライン授業（試行） 

13日(木) 避難訓練、専門委員会 

14日(金) 眼科健診、中央委員会 

17日(月) 全校朝礼 

21日(金) 中間考査 

22日(土) 英語検定 

24日(月) 生徒朝礼 

27日(木) 全国学力・学習状況調査（３年） 

      専門委員会 

28日(金) 耳鼻科健診 

31日(月) 学校公開始［～6月 4日（金）］ 

 ※５月に計画していた１年生の移動教室は、 

６月13日（日）～15日（火）に変更して実施 

いたします。今後、新型コロナウイルス感染症 

の状況により、予定の変更等になることご承知 

ください。 

  

  

  

  


